
「安心・安全・安定」おいしい那覇市の水道水

　
毎
年
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
の
１
週
間
は
水
道
週
間
と
な

っ
て
お
り
、今
年
は「
復
興
の  

未

来
と
生
命（
い
の
ち
）照
ら
す
水
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、全
国
で
水
道

広
報
活
動
の
取
組
み
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。那
覇
市
上
下
水
道

局
で
も
、６
月
２
日（
日
）に
サ
ン

エ
ー
那
覇
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ス
２

階
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
に
て
、那
覇

市
通
水
80
周
年
記
念
水
道
週
間

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
販
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
と
水
道
水
の
３
種
類
の
水
を

飲
み
比
べ
る
利
き
水
コ
ー
ナ
ー

で
は
、家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
皆

さ
ま
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
、水

道
水
の
お
い
し
さ
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、市
内
小
学
校
児
童
か
ら

募
集
し
た
水
道
ポ
ス
タ
ー
の
中

か
ら
入
選
作
品
６
点
を
展
示
し
、

表
彰
式
で
は
、翁
長
聡
上
下
水
道

事
業
管
理
者
よ
り
賞
状
と
記
念

品
を
受
取
り
、親
子
で
喜
ぶ
姿
も

見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
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 那覇新都心

メディアビル

日本銀行那覇支店

 サンエー那覇

メインプレイス  ＤＦＳ

 安里配水池

『みずプラッサ』は那
覇市上下水道局庁
舎の愛称です。
　なお、プラッサとは
ポルトガル語で「ひ
ろば」の意味です。

那覇市上下水道事業管理者

翁 長　 聡

上下水道局長
　お      な が　　   さとし

局
長
就
任
あ
い
さ
つ

局
長
就
任
あ
い
さ
つ

３種類の水を飲み比べる
利き水にチャレンジ（左・上）

風船やグッズの無料配布も行い
好評でした。（上・右）

アンケートや利き水の集計結果、ポスターコンクール入賞作品及び
入賞者のコメントは上下水道局ホームページに掲載しています。

ｈttp://www.water.naha.okinawa.jp

最優秀賞最優秀賞優秀賞優秀賞優秀賞優秀賞

優良賞優良賞優良賞優良賞 優良賞優良賞

小禄南小 ６年　山下　千尋さん
 おろくみなみ      　　 　やました　　ちひろ

小禄南小 ５年　石垣　穂さん
 おろくみなみ     　 　    いしがき　みのり　  

宇栄原小 ５年　大城　あいさん 
 うえばる     　　　　　　　おおしろ

小禄南小 ５年　砂川　美結さん

おろくみなみ　　　　     すながわ　  みゆ

松川小 ４年　名嘉原　愛さん

まつがわ      　　　　 なかはら　　 あい

松川小 ６年　國吉　桜子さん

まつがわ   　　　　　 くによし　　さくらこ     

平成25年度　水道ポスターコンクール入賞作品

平成25年度　水道ポスターコンクール表彰式

翁長局長から受け取った賞状を手に「はい、ポーズ！」
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　 受賞者の皆さん、

おめでとうございます！

　
ハ
イ
サ
イ
　
グ
ス
ー
ヨ
ー

　
チ
ュ
ー
ウ
ガ
ナ
ビ
ラ
！

　
平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
那
覇
市
上

下
水
道
事
業
管
理
者
　
上
下
水
道
局
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
安
心
で
安
全
な
お
い
し
い
水
道
水
の
安

定
供
給
と
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
上
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
や

大
規
模
災
害
に
備
え
て
の
施
設
整
備
、
再

生
水
の
供
給
区
域
の
拡
大
な
ど
を
推
進
し
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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通  水
80周年
 記　念

２０１３年（平成２５年）１０月号（１） 上下水道局 広報誌 「なはの水」

下水道　水から聞こえる　「ありがとう」

ハイサイ！

クイズに答えて

　図書カードをもらおう

↓

①
②
③
④

宛　先 〒900－0006
那覇市おもろまち 1－1－1
那覇市上下水道局総務課
FAX：941－7821　E‐mail：soumu@water.naha.okinawa.jp

締　切 平成２５年１０月３１日（木）　※当日消印有効
※ご応募いただいた個人情報は、当選者への賞品の発送以外に使用することはありません。

答 え  
ひ

ら
がなで

 
う

め
てね！

水道管の耐震化率情報

【お問い合わせ】　工務課　☎　９４１－７８０７

市民サービスのさらなる向上をめざして
～料金サービス課の業務を包括委託します～

民間事業者

水道使用申込受
付等の窓口業務

水道料金等
の収納業務

下水道及び再生水
に係る認定業務

検針業務

水道開閉栓業務

滞納整理業務
給水停止措置

内勤業務も含む包括委託

料金サービス課
水道使用申込受
付等の窓口業務 検針業務

水道料金等
の収納業務

下水道及び再生水
に係る認定業務

水道開閉栓業務

滞納整理業務
給水停止措置

料金サービス課
水道使用申込受
付等の窓口業務 検針業務

水道料金等
の収納業務

下水道及び再生水
に係る認定業務

水道開閉栓業務

滞納整理業務
給水停止措置

民間事業者Ａ
検針業務のうち、メーター
検針などの現場作業を委託！個別委託

これまで

個別委託

これから

民間事業者Ｂ
水道開閉栓業務と未納による
給水停止の現場作業を委託！

平成 25年度平成 24 年度

平成 25 年度平成 24 年度

５億　その他

６９.５億

水道料金

  １２.２億　
職員給与費

３９.２億

県から購入した
　　水の代金

収入 ７４.５億 支出 ６９.９億

ご家庭に給水する経費とその財源
　　　 （収益的収支）税抜き

１４億
自己資金

資本的収入額が
資本的支出額に対して

不足した額

１.５億
国からの補助金

０.２億　その他

７.４億

国等へ支払う借入金
の元金返済費

７億

新しい施設を建設
したり古い施設を
新しくした費用

収入 １.７億 支出 １５.５億

水道施設を整備･拡充するための経費と
　　 その財源（資本的収支）税込み

ご家庭に給水する経費とその財源
　　　　（収益的収支）税込み

７２.５億

水道料金

４.３億　その他

県から購入した
水の代金

４１.１億

２.７億　純利益

水道施設を整備･拡充するための経費と
　　 その財源（資本的収支）税込み

収入 ７６.８億 支出 ７４.１億 収入 ３.２億 支出 １３億

２.８億
国からの補助金

０.４億　その他

資本的収入額が
資本的支出額に対して

不足した額

９.８億
自己資金

国等へ支払う借入金
の元金返済費

２.４億

新しい施設を建設
したり古い施設を
新しくした費用

９.５億

収入 ４２.２億 支出 ３９.２億

下水道使用料

３２.９億

９.３億　その他

県への流域下水
道維持管理負担
金と再生水利用
負担金等

１９.３億

４.３億 企業債利息

下水道施設を更新
するための費用
（減価償却費）

９億
２.５億 職員給与費

２.２億
下水道施設の
維持管理費

１.９億　その他

３億　純利益

下水道施設を維持管理する経費と
 その財源（収益的収支）税抜き

下水道施設を整備･拡充するための経費と
　　 その財源（資本的収支）税込み

収入 １２.９億 支出 ２６.２億

４.６億　企業債

国からの補助金
４.４億

３.９億　出資金

 １３.８億
自己資金

資本的収入額が
資本的支出額に
対して不足した額

新しい施設を建設
したり古い施設を
新しくした費用

１１.１億

国等へ支払う借入金
の元金返済費

１５億

０.１億　その他

下水道施設を維持管理する経費と
 その財源（収益的収支）税込み

収入 ４３.５億 支出 ４０.８億

下水道使用料

３４.１億

９.４億　その他

県への流域下水
道維持管理負担
金と再生水利用
負担金等

２０.２億

４億　企業債利息

下水道施設を更新
  するための費用
 　（減価償却費）

９.２億
２.６億　職員給与費

下水道施設の
　維持管理費２.１億

２.７億　その他

２.７億　純利益

下水道施設を整備･拡充するための経費と
　　 その財源（資本的収支）税込み

収入 １３.９億 支出 ２３億

国からの補助金
４.８億

９.１億
自己資金

資本的収入額が
資本的支出額に
対して不足した額

新しい施設を建設
したり古い施設を
新しくした費用

１１.７億

国等へ支払う借入金
の元金返済費

１１.１億

０.２億　その他

４.６億　純利益

１０.６億

水道施設を更新
するための費用
 （減価償却費）

２.７億

３.８億　その他 企業債利息
１.４億

水道管等の
維持管理費

１.１億　その他

  １２.４億
職員給与費

１０.７億

２.８億

６億　その他

水道施設を更新
するための費用
 （減価償却費）

企業債利息
１.１億

水道管等の
維持管理費

１.１億　その他

内０.２億円は翌年度
繰越工事の財源

内０.５億円は翌年度
  繰越工事の財源

４.５億　企業債

４.６億　出資金

　生活に欠かすことのできない水を、安定かつ安全に供給するため
の予算です。

　平成24年度は、総事業収益74億5千万円に対して、総事業費用
69億９千万円となり、収支差引４億６千万円の純利益をあげること
ができました。この純利益は、借入金の返済積立金に充てることとし
ております。

　安全で快適な生活環境を整備するための予算です。　平成24年度は、総事業収益42億２千万円に対して、総事業費用
39億２千万円となり、収支差引３億の純利益をあげることができま
した。この純利益は、借入金の返済積立金に充てることとしておりま
す。

　次の①～④にあてはまる文字を下のパズルに当てはめてみよう。
の部分を上から読むと、今年で80周年を迎える、市水道事業開始の意味

になるよ！
①体育の日を含む３連休に奥武山公園を中心に開催される、
　那覇市主催のイベント『○○○○○』
②那覇市は平成２５年４月１日に全国で４２番目の
　『○○○○○○』に移行しました。
③雨水や汚水を処理するために、市町村が管理する管路は
　『公共○○○○○』　

④那覇市では、ハイサイ！ハイタイ！運動を実施しています。
　ウチナーグチで「こんにちは」の意味　『○○○○』

　答え（ の部分を上から読
んでください）が分かった方
は、ハガキかＦＡＸ、Ｅメール
で、①解答 ②住所 ③氏名 ④電
話番号 ⑤本誌の感想をご記入
のうえ、下記の宛先までご応
募ください。
　正解者の中から抽選で 10 名
様に図書カード（1,000 円分）
を差し上げます。当選者の発
表は賞品の発送をもってかえ
させていただきます。

　平成26年６月より、民間事業者の優れたノウハウと専門性を活用し、さらな
る市民サービスの向上とともに業務の効率化と行政コストの縮減を図るため、
料金サービス課の業務である水道使用申込受付から水道メーターの検針、水道
料金等の収納などの一連の業務を民間委託します。

　那覇市では、安心で安定した給水ができるよう、古い水道管を新しく取り替える工事等により、耐
震性に優れた水道管を新たに布設しています。
　那覇市の水道管延長は、主要な管が約１１８ｋｍ、その他の管が約７０７ｋｍ、全体で約８２５ｋｍあ
ります。主要な管については、平成１５年度から耐震化を進めており、現在、約２１ｋｍ （約１８％）が
耐震化されています。なお、その他の管についても、平成２３年度から耐震性のある管を使用してお
り、今後も継続して耐震化を進めていきます。
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を
表
す

「
瑞
泉
潤
民（
ず
い
せ
ん
じ
ゅ
ん
み
ん
）」

の
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

水
利
を
め
ぐ
る
水
源
地
住
民
と
の

深
刻
な
対
立
で
、工
事
の
着
工
が

遅
れ
ま
し
た
が
1
9
3
3
年

（
昭
和
8
年
）
9
月
、
県
内
で

初
め
て
の
水
道
が
誕
生
し
ま
し
た
。

水
利
を
め
ぐ
る
水
源
地
住
民
と
の

深
刻
な
対
立
で
、工
事
の
着
工
が

遅
れ
ま
し
た
が
1
9
3
3
年

（
昭
和
8
年
）
9
月
、
県
内
で

初
め
て
の
水
道
が
誕
生
し
ま
し
た
。

屋根に降った雨を貯めるタンク屋根に降った雨を貯めるタンク

通水式で開栓する照屋宏第 5代那覇市長通水式で開栓する照屋宏第 5代那覇市長

を迎えますを迎えます

那覇市は今年で那覇市は今年で
通水80年通水80年

２０１３年（平成２５年）１０月号 （4）上下水道局 広報誌 「なはの水」


